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大山広報
発行日昭和 59年 1月20日

与： ／伝491 〈編集〉

九州大学広報委員会

第十九回中央図書館貴重文物展観目録

（中央図書館）

江戸時代の村方文書

一備中国浅口郡乙島村守屋家文書一

は じ め lζ 

展観に際し教職員や学生諸君が多数来館されるよう希望します白

なお、今回の展示資料の選定、解説、指導、配列等について文学部柴多一雄助

に多大の郵尽力を瑛きました。乙 ζに厚くお礼申し上げます。

記

展示場所：中央図書館メインロピー

展示期間：昭和 59年 1月 30臼（月）から

昭和 59年 2月29日（水）まで
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展観資料の解説

江戸時代には、各村の正墨のもとで、年議i畏絹関係の文書をはじめ、露大な量の文書が作

成されていた。 ζれらの文書は、明治に入ると、その多くが破棄され失われたが、今日まで

持伝えられたものも少なくない。今回の展示では、乙うした村方文書の中から、備中国浅口

郡乙島村（現在岡山県倉敷市五島乙島）の庄屋、守屋家の文書をとりあげ、その中から代表

的なものを選んで、欝成した。

乙島守屋家文書は、総数7,2 0 0点に及ぶ典型的な村方文書で、昭和十四年（ 1939)

に九州文化史研究所に譲り受けたものであり、『九州文化史研究所所蔵古文書目録』五K、

その呂録が絞められている。

なお乙島村は、備中国の中央部を流れる高梁JIIの河口西岸にあり、元隷六年（ 1693)

までは松山溝主水谷氏の所領、事保期以後はほぼ愈敷代官所支配下の幕府領であった。現在

の乙島村は、高梁III河口にあった島は取り払われ、海岸はさらに沖合托埋めたてられて、水

島臨海工業地帯の一酉を構或している。

1 .浅口郡乙島村全図

一枚（ 2 7. 7×3 9. 8 cm) o幕末期。乙蕗村の全景を描いた村絵図。田焔宅地、山林、附

寄洲、荒地、池山海、道路、村境等が寄与色で撞かれている。縮尺は約2万5,0 0 0分のlで、

江声時代の村絵図としては小さい方iζ属する。海岸線等地形の描写は、現在の地図と比べて

もほとんど変わらないほど正確であり、実際児測量して描いたものと考えられる。乙の村絵

霞の特徴は、缶溜宅地より池や出林等を詳しく措いている乙とであり、池はーケ所ごとにそ

の面積を記している。また高梁！！！の潤口についても、石援や御定抗間の距離等が記され、当

時の干拓の情況を詳しく知る乙とができるようになっている。対岸の西ノ浦村の石担は、鶴

新田天保関のものであり、 ζの村絵図が天保（ 1 8 3 0～4 3 ）以降に作成されたものであ

る乙とを示している。

2.天保九年乙島村明細帳

書冊一部（ 2 7. 8×2 0. 4 cm ）。天保九年（ 1 8 3 8 ）乙島村から禽敷代官所民提出され

た村明細棋の控。村明細i譲は、暮府や藩の命令によち、一村ごとに、村高、家数、人口、牛

馬数、寺社、用水、山林入会、貢租、農間稼等について書上げたものであれいわば現在の

村勢要覧のようなものにあたる。村明細帳は、領主や代官の交替、あるいは幕府の巡見使を

はじめ鎮主や代官の廼村の擦に作或されたが、本警は年代からみて、幕府巡琵使の下向に際
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してのもので、はないかと考えられる。乙島村の村明細帳は、本書のほか、安永四年 0775)

天明八年（ 1 7 8 S人文政十三年（ 1830）等むものが害在する。

3.講中啓浅口欝乙島村欝検地緩写

書冊五冊（ 2 9. 4 x 2 0. 0 C1lt ）。検地帳は、検地の結果を記した土地台帳で、村単位に作

成され、土地一筆ごとに、地名、等級、出題の5号、議横命題数、面積、分米、名藷人等が記

されている。本書は、元禄八年（ 1 6 9 5 ）に姫路藩主本多忠国が幕府から命じられて、旧

松出藩額を検地したときのもので、その後の乙島村の土地基本吉i援となったものである。本

書比は、名請人の部分にほとんどすべてといってよいくらい付塞が貼付されているが、乙れ

らはその後の土地名諮入の移動を記したものであり、この検土産援が幕末期まで実擦に授揺さ

れていた乙とを示している。

4.寛政元年乙島村名寄帳

長i巌二冊（ 4 7.5×1 6. 4 c漉）。名寄i践は、検地援にもとづいて、一筆一筆の土地脅名請

人ごとに整盟した人別土地台帳である。検地帳が耕地の順序l乙配列されているのに対し、名

寄i篠は名請人ごとに配列されていると ζろに特犠がある。本書は、寛政元年（ 1789）に

作成された乙島村の名寄帳であるが、議表紙には乙島村太兵衛組とあり、当時二組に分けら

れていた乙島村の一方の組の名寄帳である乙とがわかる。本書は文化七年（ 1 8 1 0 ）まで、

約20年間使用されたが、文化七年には新たに名寄帳が作成され、それ以後使用される乙と

はなかった。本書の一筆一筆K押された⑤の印は、乙の新しい名寄帳に写した乙とを確認す

るためのものである。

5.寛政元年乙島村年貢割付状

…通（ 3 0.9×2 3 9. 8 cm）。年貢割付状は、その年比村が納入すべき年議量と納期を通

達した文書である。本書は、裁政元年（ 1 7 8 9 ）十月lζ怠敷代官所の代官菅谷弥五郎が、

乙島村の庄陸、年寄、惣百姓に宛てて出したもので、米21 8石3斗5升8合、銀31 9匁

3分5璽l弔を、十ニ月十日までに収めるように達している。全長2m余にもおよぶ長大な

もので、乙の年の乙島村の年繭の内訳を記している。当時乙島村は名寄帳等からわかるよう

に、ニつの組托分かれていたが、年貢割付状は、村高88 6石余の乙島村全体に対して出さ

れている。また、乙の時期、乙島村は天明四酉年（ 1 '7 8 4 ）から寛政五丑年（ 1 7 9 3 ) 

まで、 10ヶ年罷の定免載が採用されており、 ζの期間の年震は一定で、あったが、年最割付
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状は、乙の間も毎年出きれいた。乙島村の年貢割付状は、申期から幕末期まで、ほぽ毎年の

ものが残ってい志。

6.寛政党年乙島村年貢嘗葉状

一連（ 3 0. 6×1 5 2. 4 c漉九年設皆務状は、その年の年震が完納された乙とを註するた

め、代宮からその村氏宛てて出された文書である。年震はふつう一村分を一度に納入する乙

とはなく、何度かに分けて納入されたが、そのたびに小手形と称する仮領収書が発行された。

年貢皆済状は、すべての年貢を完納したとき、その小手形とひきかえに発行されたものであ

る。本書は寛政ニ年（ 1790）三月、寛政元年の乙島村の年質が完納されたにと与を証する

ため、倉敷代官所の代官菅谷弥五郎が、乙島村の庄属、年寄、惣百姓に宛てて出したもので、

5の寛政元年乙島村年貢割付状に対応するものである。乙島村の年貢皆済状は、年菌割付状

向様、中期から幕末期まで、ほぼ毎年のものが残っている。

7.嘉永二年乙島村宗門人溺接

書部三罷（ 2 8. G×1 9. 0 C甥）。嘉永二年（ 1 8 49 ）に作成された乙島村の宗門人民帳。

宗門人別帳は、寺院がその村の個々人についてキリスト教徒でないζ とを証明した桜簿であ

り、元来キリスト教禁制の徹底をはかるために作成されたものである。宗門人別騒には、戸

主以下、家族、奉公人の名前・年令、および所属寺院等が記され、戸籍台帳としての役割を

果した。原則として毎年作成され、村役人のもとに保管されたο 本書は、三冊のうち二冊が

乙島村にある天台宗闘乗院を｜檀那寺とする者の宗門人別帳、一冊が玉島村、倉敷村等他村に

ある～天台、真語、禅、浄土、日蓮、一向の各宗派の寺院を檀那寺とする者の宗門人別帳で

ある。

8.宝宥二年乙鳥村櫛位置五人総帳

書部一摺（ 2 9. 8×1 9. 7 c務〉。鰐仕量五人総額は、結互監察制度として作られた五人組

氏関する帳簿であれ単に五人総額とも呼ばれる。五人組i巌は、五人組樹立書と呼ばれる、

五人組が守るべき法令を記した部分と、五人組連f:Pの部分とからなる。五人組艇部書は、機

会あるごとに村役人が読み関かせ、その徹底をはかった。本書は、蛍磨二年（ 1752）の

乙島村の五人組帳であり、五人組帳前書は70ケ条、五人組として連印する者は 1g＇組 101

人（一部六人組となっている）で、一人ひとりの持高があわせて記されている。連印者が少

ないのは、当時乙島村が二つの組に分かれていた乙とによる。
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9. 天保十一年乙島村人足役目帳

広 事騒 (No. 491) 

( 3 5.2×1 2. 4 C1lt ）。天保十一年（ 1 8 4 0 ）の乙島村の人足役目帳。人足は、

とりが直接出て勤めるべきものであったが、しだいに人足賃（夫銭）を出し

あい、これで人足を雇うようになった。本書は、乙島村の農民一人ひとりの夫銭の負担額を

番上げたもので、最後に、道直し、村用出人足、廻状持、動敷からの飛脚賃、廻米積立中師

ζの年の主な夫銭の使途とその額を記している。

10.天保十五農年村小入居来銀翼嘉義

長銀一器（ 3 7.4×1 4. 5編入村小入黒米議書j斌！譲は、単北村入用態とも呼ばれ、村を

るために要した一年間の費用を、締自ごとに番上げたものである。本書は、天保

十ま五年（ 1844）の乙島村の村入用帳で、氏神御供米、荷札醤給、溜池番給、郷蔵番給等

の入用米27石 3升7合 3勺、村中安全御祈祷料、 諸賄料、村普請入用諸品代

等の入用銀7貫 82 5匁 3分3厘が書上げられている。 ζれらの入用米銀は、高割で一人ひ

とりの農民に割付けられたが、乙の年の農民の負損額は、持問l石氏っき、米3升 3合 5勺

6才、銀9匁8分となっていた。

11 .安政六年乙島村榔用留

( 2 4. 7× 1 7. 0 C携）。種用留は、廼状留ともいい、領主からの触状・廼状や、

村からの韻書等を写し控えたもむである。本書は、安政六年（ 1859）の乙島村の密島留

で、怠敷代官所よりの触状・廼状や、乙島村からむ額警等を記している。内容は、上納金、

海路、貯穀、廼米、救1塩、村万出入等、種々の事柄を含み、農村の動きを具体的に知る乙と

ができる。乙島村の御用留は、必ずしも年代が連続していないが、中・後期のもの約50冊

が残っている。

12.柏島村百姓小前惣代平兵衛外三人訴状

一組（ 2 4. 2×1 1 5. 6 C1lt ）。天保八年（ 1 8 3 7 ）柏島村の小前百姓が、村役人の罷免

を要求して禽敷代官所に提出した訴状。柏島村は乙島村の閥、玉島湾をはさんだ対岸にある

同じ倉敷代宮所の支配下にあった。訴状の内移は、庄屋・年寄・百姓代が夫裁

を不正K鶴付けているので、夫議i援を譲査し、彼らを罷免してほしいというものである。本

欝係するものではないが、同じ倉敷代宿所の支配下にある隣村の村方出入

の訴状で、あるため、参考のために写したものであろう。
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13.錆中盟浅口郡乙島村浩数戸鵠樋後極構改娠

報 (No. 491) 

長帳一冊（ 3 6. 8 x 1 4. 6 C1lt ）。乙島村の池、樋、橋等を書上げたもの。亭保十五年

(1730）作成。地42ケ所（池の伏樋46ケ所、立樋9ケ所）、石樋7ケ所、溝7ケ所、

石橋5ケ所、土橋1ケ所等を書上げ、池は面積、池守、樋の種類、樋は長さ、内法、成立年

代等を記す。乙島村は、田高34 5石余のうち、高梁川の水を瀦概に利用していたのは、わ

ずか25石余立すぎず、その大部分は溜池の水によっていた。本番記書上げられた地数42 

ケ所という数字は、 1の浅口郡乙島村全図比描かれた油の在り方とともに、その乙とや如実

記示している a

14.備中鄭浅口郡乙島村御立山持百姓小林改帳

書冊一冊（ 2 6. 1 x 1 9. 3 C1lt ）。乙島村の山林を書上げたものo元禄七年（ 1694）作

成。一つひとつの山林と、とに、地名、御立山、小林の別、林廻り関数、山守あるいは所有者

の名前を記す。御立山は領主の山林、小林は百姓持の山林の乙とで、都立山 7ケ所、小林

7 1ケ所、合計78ケ所の山林告書上げる。旧領主水谷氏の断絶後、幕府あるいは旧松山藩

鎮の検地を担当した姫路藩主本多忠冨に提出されたものの控と考えられる。

15. 鐸新興場義務より手続始宋持郵歎頼書差上倭控

書冊一冊（ 2 3. 8×1 6. 6 C1lt ）。天保十三年（ 1842）乙島村庄屋で御新開引受人であ

った守屋十左衛門が、乙島村の二子柘工事の経緯を説明し、工事の継続を歎願して、倉敷代宮

所へ提出した歎願書の控。乙島村の東南海岸約10 0町歩の干拓に関するもので、文化六年

(1809）から天保十三年民主る、代宮所との交渉および近隣農村との相談の経緯告記す。

乙島村では百くから新田開発が行われてきたが、乙の工事は、その中でも最も規模の大きな

ものの一つである。

16.大小船小前改帳

書罷一語（ 2 7. 3×2 0.5誠九乙畠村の離を書上げた帳簿。寛｛呆元年（ 1741）作議。

船一般ごとに、船の大義さ、乗員数、所有者を記したもので、 10石から 15 0石積までの

運賃漕船 30鰻、 6石から 8石積までの藻取船7鰻、合計37般を書上げている。 2の天保

九年乙島村明細帳によれば、乙の年の乙島村の船数は、 5石から 15石積の船が 55般で、

1 0 0石につき年に銀20自の灘上を上納している。隣村玉島村の玉島港は、乙島村、阿賀

時新田村、柏島村等の入合港となっており、運賃種船は乙乙を拠点記海運に従事していた。
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